
 

 
定期演奏会 

 

  

 

No.222 

月 日(土) 開演 
好評の夏休み入門・体験企画！ 

パイプオルガンって何？ 
池田 泉・松山靖子( &演奏) 
バッハ：トッカータとフーガニ短調 BWV565 

リスト：結婚式(巡礼の年第２年より) 

レーガー：序奏とパッサカリア ホ短調 他 
※見学・試奏は状況次第で実施(中止の場合もあります。) 

 

 

No.223 

月 日(金) 開演 
福岡の実力派室内楽ピアニスト 

林 紋子  
ショパン： と大ポロネーズ 

モーツァルト：ピアノソナタ ト長調  

：ピアノ・ソナタ第８番「悲愴」 

バッハ：平均律クラヴィア曲集より 他 

 

 

 

No.221 

月 日(土) 開演 
ドイツ・ロマン派の  

池田 泉  
： ニ長調 BWV532 

：G線上の （管弦楽組曲第３番より） 

：「主 よ、我らを顧み」 655 

： のための４つのスケッチ 

リスト：守護天使への祈り(巡礼の年第３年より) 

リスト：BACHの名による  他 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◉ 林 紋子（ピアノ） ９月のアーティスト 
福岡市出身。３歳よりヤマハ音楽教室でピアノ 

と作曲を学ぶ。国内外でのJOCジュニアオリジ 

ナルコンサート、TV番組等に多数出演。第48回 

全日本学生音楽コンクール九州大会中学校の 

部第1位。第３回鳥栖ピアノコンクール高校の部 

第１位及び総合グランプリ。第19回TIAA全日本 

クラシック音楽オーディション最優秀賞。第49回西日本出身新人紹介演

奏会、審査員奨励賞(ピアノ部門最高位)。第６回大阪国際音楽コンクー

ル、デュオ・アンサンブル部門、エスポアール賞。第151回日演連推薦新人

演奏会にて、九州交響楽団とピアノ協奏曲共演。第51回北九州音楽

祭クラシックコンサートにて、優秀伴奏者賞を受賞。 

※聴きどころ 室内楽の名手のピアノリサイタル! 
「普段リサイタルはあまりしないんです。」と言う林紋子さん。しかし、九

州交響楽団や東京など各地の交響楽団の首席奏者ばかりという実力

派室内楽ピアニスト。アップされている２児のお母さんとしての楽しい奮

闘記も、優しい人柄に溢れていて、ファンが大勢います。(食事やスイ

ーツの写真も素敵です! )。 

９月はそんなピアニスト林さん、待望のソロリサイタルです！ 
 

◉パイプオルガンって何？＝リコーダー＋アコーデオン!? 
そびえ立つパイプオルガンはアコーデオンのような「吹子」からの風によ

って、リコーダーやクラリネットのようなリ管楽器に似た「パイプ」を鳴らす鍵

盤楽器です。その歴史は紀元前に始まり、その荘厳な響きゆえに何世

紀を超える時を経て、ヨーロッパの教会で「聖なる楽器」として発達しま

した。それ故にモーツァルトが「楽器の王」と呼んだオルガン、実は私達

にも身近なリコーダーやアコーデオンを組み合わせた発音原理なのです。

「ポジティフ」と呼ばれる小型パイプオルガンも用いながら、レクチャーを交

え(コロナ情勢次第で試奏も! )、オルガンを身近に感じられる企画です。 

◉ 池田 泉（オルガン） ７月８月のアーティスト 
東京芸術大学オルガン科卒、同大学院修了。在学中安宅賞。

DAAD給費留学生としてドイツ・ハンブルク音楽大学に留学。オルガ

ンをハインツ･ヴンダーリヒをはじめ酒井多賀志、秋元道雄、H・ピュイ

グ＝ロジェの各氏に、チェンバロを山田貢、鈴木雅明に師事。東京

芸大、青山学院、福岡女学院などで教鞭を執った後、1998年より大

オルガンを有するホテル日航福岡ミュージックディレクターとして正に

「カントール」というべき内容の演奏活動を展開。オルガンのみなら

ず、コレギウム・プリエール合唱＆合奏団を率いても演奏活動を行う。

以来、毎年ヨーロッパツアーを展開し、パリ・ノートルダム大聖堂をはじ

め、ドイツ、フランス、イタリアなど各地の大聖堂・主要教会でのリサイ

タルは高い評価を受ける。このような国際的な演奏活動を通じ、独仏

19世紀のオルガンの研究を深め、その成果をオルガン研究会やオ

ルガニスト協会年誌に論文として発表。教育家としても多くの新進オ

ルガニストを育成している。日本オルガニスト協会、 

日本オルガン研究会会員、日本基督教団福岡 

中部教会オルガニスト。 

※聴きどころ シューマンやリストの隠れた名曲 
パイプオルガンと言えば「バロックの楽器」と 

一般には誤解されがちですが、中世から現代 

に至るまで、時代や国、地域ごとに異なる様式 

や美しさを持つオルガンが建造されました。その 

音楽も千差万別で多様なで、ピアノなどの音楽 

でも馴染み深いシューマンとリストもそれぞれ 

オルガンに相応しい様式と彼らの特徴を生か 

した作品を残しました。7月はバッハから続く 

ドイツ・オルガン音楽の系譜をぜひお楽しみください。 

◉ 松山靖子（オルガン） ８月のアーティスト 
福岡女学院高校音楽科、福岡教育大卒、エリザベト 

音大大学院（宗教音楽コース・パイプオルガン）修了。 

オルガンを池田泉、戸沢真弓、広沢嗣人の各氏に 

師事。その後、M.ブヴァール、A.ガスト、L.ローマン、O.ラトリー、M.ラドレスク

などの公開レッスンにて研鑚を重ねる。現在、チャペルプリエールアシスタ

ントオルガニスト。日本オルガニスト協会、日本オルガン研究会会員。 


